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家庭数配付

平成２８年度学校だより

善誘館Ｎ０．１０

Ｈ．２８．１０．１９

甲府市立善誘館小学校 校長室

本校の学力・学習状況をおしらせします

本年度の全国学力・学習状況調査が４月２１日(火)に，全国の小学校第６学年及び中学校第３学年

の全児童生徒を対象に実施されました。本校でも６年生が参加しました。

調査内容は，①教科に関する問題(国語・算数)と，②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査で

す。国語と算数は，Ａ：主として「知識」に関する問題と，Ｂ：主として「活用」に関する問題に分

かれています。

この調査の目的は，その学校の児童の学力や学習状況を把握・分析し，各教科における課題や生活

状況の実態を明らかにすることにより，今後の指導内容や指導方法の改善及び生活指導などに役立て

ることです。このたび，調査結果の分析がまとまりましたので，その概要をお知らせするとともに，

本校のホームページにも掲載していきたいと思います。

なお，調査に参加しました６年生一人一人には，個別懇談会を利用して個人票をもとに，具体的に

課題等について説明していく予定です。

分析結果の概要

１ 本校の状況(全国と比較)

本校の国語の結果は，国語Ａは全国平均とほぼ同等となっていますが，やや下回りました。国

語Ｂでは全国平均とほぼ同等になっています。算数では，算数Ａは全国平均とほぼ同等となって

いますが，やや下回りました。算数Ｂは，全国平均を上回りました。

調査の結果につきましては，山梨県教育委員会の分析にもあるように，全国平均正答率の±

５％の範囲にある場合は，全国平均とほぼ同等であると考えています。

２ 教科ごとの状況と課題 ○定着している内容 ◇課題のある内容

国 語

Ａ 主として「知識」に関する問題

○目的や意図に応じた文章を書くために，書く事柄を収集し，全体を見通して事柄を整理すること

ができている。

◇学年別漢字配当表に示される漢字を正しく読んだり書いたりすることに課題が見られる。

◇目的や意図に応じて，収集した情報を関係付けながら話し合うことができるかどうかをみる問題

の正答率が全国平均を下回っている。

◇平仮名で表記されたものをローマ字で書いたり，ローマ字で表記されたものを正しく読んだりす

ることに課題が見られる。

校 訓 「善行・勤勉・体育」

学校教育目標

○ 思いやる心をもつ子

○ よく考え工夫する子

○ 元気でたくましい子



- 2 -

Ｂ 主として「活用」に関する問題

○目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読むことができるかどうかをみる問題の正答率は全

国平均を上回っている。

◇話し手の質問の意図を捉えながら聞き，話の展開によって質問することができるかどうかを見る

問題の正答率が低い。

◇目的や意図に応じて，グラフや表を基に，自分の考えを書くことに課題が見られる。

算 数

Ａ 主として「知識」に関する問題

○数の大小関係とその表し方について理解することができている。

○図形の構成要素に着目して，図形を構成することができている。

○全体の大きさに対する部分の大きさを表す割合の意味について理解ができている。

◇｢除数が１より小さいとき，商が被除数より大きくなることを理解しているか」「除法における

計算の確かめの方法を理解しているか」という除法の計算の能力をみる設問に課題がある。

◇｢末尾の位のそろっていない小数の加法の計算をすること」「乗数が整数である場合の分数の乗

法の計算をし，約分をすること」という小数や分数の計算をする設問の正答率が全国平均を下回

っている。

◇単位量あたりの大きさを求めることに課題がみられる。

◇三角形の底辺と高さの関係についての理解が身についていない。

Ｂ 主として「活用」に関する問題

○示された二通りの道のりが等しくなる理由として，図形を見つけその図形について文で書いて答

える問題の正答率は全国平均に比べて高く，数学的な考え方もできており，更に自分の考えを文

章で表現する力も付いている。

○単位量あたりの大きさを用いて，目的に応じた買い物の仕方を選択し，代金を求める問題は，全

国平均に比べて高く，数量についての技能が身に付いている。

○示された情報から基準量を求める問題で，比較する量と割合から基準量を求める正答率は，全国

平均に比べて高く，数学的な考え方ができている。

○正三角形の性質や合同な三角形の性質を基に出した角度を見つけ，その理由を文章で書く問題は

全国平均に比べ高い正答率である。図形について数学的な考え方ができている。

○切り上げた場合の見積もりの結果を基に，目標に達しているか判断する問題は，全国平均に比べ

て高い。

○示された図形の色が付いた部分の面積を求める問題の正答率は，全国平均に比べて高い。

◇四つの数を四捨五入して，千の位までのおよその数に表し，それらの数の和を求める式と答えを

書く問題の正答率は，全国平均に比べて低い。

３ 教科における主な改善点

国 語

※実生活の中で書く文や文章(ノート，連絡帳，日記，提出物など)において，既習の漢字を正しい

書き方で書く習慣を身に着けさせる。

※ローマ字の読み書きについては，コンピューターを使った学習と関連付けるなどして，生活の中

で繰り返し読んだり書いたりする機会を増やす。

※本や文章で調べたり，インタビューやアンケートを行ったりして集めた情報を，目的に合わせて

並べたり比べたりすることを通して関係付けてまとめ，自分の考えをはっきりさせいくことがで

きるようにする。
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※目的に応じて，相手の意図は何か，自分の予想との違いは何か，自分の考えとの共通点や相違点

は何かなどを観点として，相手の話を注意深く聞くことができるようにする。

※観察したり，実験したり，調査を行ったりして得られた結果などの事実を図表やグラフで示し，

自分がどのように読み取って分析したのか，そこからどのような考えをもったのかを具体的に記

述できるようにする。

算 数

※基礎的・基本的な計算技能の確実な定着を図るために，計算の結果の見積もりや確かめの習慣を

身に付けることができるようにする。

※数の仕組みと計算の仕方を関連付けて理解できるようにする。また，分数の約分ができるように

する。

※混み具合について調べる際，単位量あたりの人数が捉えやすくなるように工夫して図に表し，そ

の図と式とを関連付けて混み具合を求める式を理解できるようにする。

※三角形の面積を求める際には，どの辺を底辺とするかで高さが決まることや，どの辺を底辺とし

ても面積は変わらないことを基に，底辺と高さの関係を適切に捉えることができるようにする。

※いくつかの事例から見つけたきまりが，いつでも成り立つかどうかを検討したり，条件を変更し

た場合について考察したり，事象と関連付けて説明したりすることができるようにする。

※図形の用語を適切に用いて，式の意味が明確になるように，図形の構成要素に着目して説明する

活動を設ける。

４ 質問紙調査の主な特徴 ○肯定的に捉えられている特徴 ◇課題として捉えるべき特徴

(※質問紙調査・・児童に対する学習意欲・学習方法・学習環境・生活の諸側面等に関する調査)

本校の児童の生活習慣や家庭学習などの主な状況は以下の通りでした。

○普段（月～金）１日あたりの読書時間が３０分以上である。

○昼休みや放課後，又は学校が休みの日に読書したり図書館に行ったりする日が週に１～３日ある。

○家で学校の授業の予習をしている。

○家で学校の授業の復習をしている。

○家で自学自習において教科書を使いながら学習している。

○学級会などで友だち同士で話し合って学級の決まりなどを決めている。

○話し合い活動で，自分とは異なる意見や少数意見のよさをいかしたり，折り合いを付けたりして

話し合い意見をまとめている。

○今住んでいる地域の行事に参加している。

○友だちとの約束を守っている。

○友だちが困っているときは，進んで助けている。

○いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う。

○｢総合的な学習の時間｣の勉強が好きである。

○「総合的な学習の時間｣の授業で学習したことは普段の生活や社会に出たときに役に立つと思う。

○｢総合的な学習の時間｣では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表する

などの学習活動に取り組んでいる。

○５年生までに受けた授業では，学級の友だちとの間で話し合う活動をよく行っていた。

○４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことを難しいとは思わない。

○学級との友だちとの間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることがで

きている。

○国語の勉強が好きである。
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○国語の勉強は大切だと思う。

○国語の授業の内容がよくわかる。

○読書が好きである。

○国語の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思う。

○国語の授業で目的に応じて資料を読み，自分の考えを話したり書いたりしている。

○算数の授業の内容はよくわかる。

○算数の授業で公式やきまりを習うとき，そのわけを理解するようにしている。

○算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いている。

○今回の算数の問題で言葉や数・式を使って，わけや求め方などを書く問題に対して最後まであき

らめることなく解答した。

◇毎日、同じくらいの時間に起きている。

◇友だちの前で自分の考えや意見を発表することが得意である。

◇普段（月～金）１日あたりのテレビ・ビデオ・ＤＶＤの視聴時間が３時間以上である。

◇普段（月～金）１日あたりの家庭学習の時間が１時間以上である。

◇土日など学校が休みの日の１日あたりの学習時間が１時間以上である。

◇学校に行くのが楽しい。

◇学校で好きな授業がある。

◇新聞を週に１～３回読んでいる。

５ 質問紙調査からの改善点

※家庭との連携を進めていく中で，さらに基本的な生活習慣の定着を図り，家庭学習の充実を図る。

（家で学校の授業の予習・復習・自学などをするという家庭学習の習慣の項目は，全国平均と比

べて高かった一方，テレビなどを視聴している時間が長く，家庭での学習時間が全国平均より

も低い）

※家庭学習は，「学んだことを定着させる」という重要な役割があり，確かな学力の向上には欠か

せないものであるということを，全職員で共通理解を図っていく。

※昨年度と同様に，読書好きな児童が多いので，読み聞かせ・朝読書・図書室での授業のさらなる

工夫をして，より一層の読書活動の推進に努める。

質問紙調査の結果から，本校の児童は，学習に対する意欲・関心・態度の意識も高く，

読書することが大好きであり，「家で予習・復習をしている」ということがわかりました。

本校では，毎朝の読書活動や読書ボランティアによる読み聞かせ，図書委員会の活動な

どにより，読書活動の推進に取り組んできました。これらの取り組みが，言語活動の充実

につながり，学習に非常に良い影響があると考えます。今後も，学校や家庭での読書活動

を進めていきたいと思います。

家庭学習については，「学んだことを定着させる」という重要な役割があることを再確

認し，今年度は，校内研究でも取り上げ，各御家庭には，御理解と御協力をいただき取り

組んでおります。今後も課題の内容や量について，学年の発達段階等を考慮しながら，さ

らに工夫改善をしていきたいと考えています。

御家庭におきましても，子供たちがより良い学習環境の中で，自信を持って学習に取り

組めますよう引き続き御理解と御協力のほど，どうぞよろしくお願いいたします。


